
 

 

                                                                                                                                                                           

 

根気よく、主体的に学ぼう ～自分も周囲の人も大切にしよう～ 自分と向き合い、進路を切り開こう

 

ちゃんへんさんの講演会、熱いパワーみなぎるどんな角度から受けとっても「きっかけ」

となるものでしたね。 

みんなはどんな「きっかけ」にするのか。 

あれだけのエネルギーで人としての生き方を強烈に届けてくれた。 

逆境であっても、うまくいかなくても、敵がたくさんいても、何かを成し遂げたり、夢叶

えたりするためには、あれくらいのエネルギーが必用なんやなと思った。環境を嘆くのでな

く、環境を変えてしまうぐらいの意識を持つ。与えられることを待っていても、何も与えて

もらえないし、だから動いて、工夫して、努力して、自分から手にしていかなければならな

い。 森山はそう感じました。自分自身の「きっかけ」にしたいと思った。 

森山の感じ方はこうだけど、感じ方はそれぞれ・・・ 

「ふーん、こんな生き方もあるんや」「ジャグリングかっこええなー」「韓国の歴史やその

立場の人たちの思いが知れた」 

なんでもええねんな。 

どれだけ教科書で学んでも、その歴史についてテストで正解しても、君たちにはそれだけで

終わらせてほしくない。 

要は、自分がどう感じて、どう動くか。 

コンプレックスさえも夢への原動力にしてしまう程のパワーをどう受け取り、どう動くか。 

頭で考える事も大切だけど、あの２時間で心が熱くなった、そ

して感じた、その感じた瞬間の温度を大切にしてほしい。 

考えて動くことも大切。でも、今回は感じて→考えて→動いて

ほしい。 

ここでいう「動く」は決してひとつの選択でないはず。それぞ

れの選択で良い。 

それぞれの人で違っていい。とにかく「きっかけ」から「動く、

行動へ」つなげてほしい。 
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最後に歌っておられた「ゴーストブルース」の歌詞 

改めて見てみて下さい。 

ちゃんへんさんの想いがつまっています。 


